





















































( 石 器 )
多様な食生活がみてとれます｡
石鍍 :狩猟具 石錘 :漁労具
スクレイパー :加工具
叩き石 ･石鍬 :植物食関連道具
アラカシ･イチイガシ トチ
台へ物
食料を貯蔵した径1m前後の穴 (貯蔵穴)からは､アラ
カシやイチイガシ､ トチの実が大量に見つかります｡
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B題の肋 15
津島周大遺跡第23次謂査 〔紛合研究棟)
膚文～弥生時代の水辺遺膚出虜 /./
調査は2000年2月から開始しており､7月に終了しました｡これまではほとんど調査されていない文 ･
法 ･経済学部棟南側の地点の調査であり､今回は重要なデータを得ることができました｡
主な調査成果としては弥生時代前期 (日本における水稲農耕開始期)に築かれた堰と導水路が挙げら
れます｡調査区の中央には北東から南西に流れる自然河道が通っていますが､堰は河道に直交して水流
をせき止めるかたちで築かれています｡この堰の西側､川がわずかに屈曲する部分の斜面に取水口を設
けた幅約5mもの導水路を掘削し､微高地上に水を引いています｡屈曲する部分に取水路を設けることで
堰に対する水圧を減少させたと考えられ､農耕開始期における水EEI経営技術の高さをうかがわせますO
また､堰と取水口の間で完形の壷が1個出土 しました｡これは祭紀に供されたものと考えられますが､
福岡市板付遺跡で同様の例が見られます｡このことは水稲農耕技術のみならず､思想面でも影響を受け
堰の検出作業 :木をいためないように足場を組んで
作業しているところ
たものであることを示すものといえるでしょう｡
さらに､下層の調査では縄文時代後期の河道を
利用している状況がわかりました｡河道に直交し
て倒れている大木の周辺に打ち込んだ杭や､河道
の縁辺に沿って密に打ち込んだ杭列を確認 してい
ます｡周辺からは板材や加工を施 した丸太材など
も出土 しています｡これらの杭群の機能や性格に
ついては､全国的にも類似 した例が少なく､不明
な点が多いのですが､川を渡るための橋としての
利用､魚を獲るための仕掛け､川岸の護岸施設と
いったように､縄文人たちが様々な目的で川を利
用した痕跡であろうと考えています｡ (野崎貴博)
さまざ5な併存方･^藩
士層のはき取り
各時代の土地利用を反映した土は､色や質にそれぞれの顔
をもった土の層となって､姿を現します｡発掘調査はこの土
層の違いを手がかりに進めていきます｡土には､時期の違い
や当時の環境などを復元するために必要な多くの情報が含ま
れているのです｡右の写真では､土層の保存のために､土を
樹脂で固め､表面を薄くはぎ取る作業を行っています｡
遺構の切り取り
遺構は､現地でそのまま保存するほかに､遺跡が破壊され
る場合､切り取って持ち帰ることがあります｡炉跡などは被
熱によって土が硬化しているため､切り取りが比較的容易で､
本センターでも縄文時代や古代の炉を保存し､いつでも見学
できるようにしています｡
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念願の遺跡保存区の設置決定｡多くの方々
のご理解のおかげです｡少し埋蔵文化財も市
民権を得たような気がします｡これからも､
調査成果の利活用も進めていきたいと思っ
ていますので､よろしく! (山本)
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